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克

愛
知
牒
毛
織
物
工
業
に
於
げ
る
金
融

回

杉

競

序

中
小
工
業
白
金
融
が
多
〈
問
屋
及
び
個
人
金
融
業
者
に
よ
っ
て
興
へ
ら
れ
て
車
た
事
は
周
知
の
如
〈
と
あ
る
が
、
と
の
場
合
に
工
業
者
は
金
融
関
係

を
遁
亡
て
高
剥
を
負
婚
し
、
問
屋
か
ら
は
製
品
情
格
見
は
工
貨
を
切
明
下
げ
ら
れ
て
、
経
管
上
の
困
難
を
招
〈
と
と
が
少
く
な
い
。
か
ミ
る
弊
害
を
除

去
す
る
た
め
に
岡
家
は
銀
行
比
び
工
業
組
合
白
活
動
を
促
控
せ
ん
と

L
た
け
れ
ど
も
、
と
由
政
策
は
品
ず
し
も
特
ロ
却
に
成
功

L
な
か
っ
た
。
之
に
は
積

極
な
る
原
因
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
は
中
小
工
業
者
の
無
自
悟
左
そ
の
信
用
薄
弱
に
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
貼
は
、
金
融
機
閣
の
側
か
ら
も
過

大
に
幸
へ
ら
れ
て
ゐ
た
c

印
ち
巾
小
工
業
者
も
品
行
以
外
内
金
融
槽
闘
に
依
摘
し
、
銀
行
も
ま
た
危
険
な
る
投
斐
を
避
け
ん
も
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
中
小
工
業
が
漸
弐
規
模
を
摘
大
す
る
に
枠
ひ
、
工
業
者
の
費
本
が
蓄
積
せ
ら
れ
、
か
っ
企
業
者
的
能
力
が
向
上
し
、
か
(
て
紐
替
の
合
理
化
に

封
し
て
目
問
詰
め
る
な
ら
ば
、
問
屋
の
支
配
を
股
し
て
金
融
構
聞
に
依
頼
す
る
と
と
が
多
〈
な
る
筈
で
あ
る
。
担
論
、
こ
?
と
き
金
融
欄
闘
の
側
に
於
て

も
強
度
の
捕
監
更
が
必
要
で
あ
る
。
支
那
事
盤
以
車
種
々
な
る
事
情
に
よ
っ
て
、
中
小
工
業
者
白
金
融
耽
態
耐
強
化
し
た
こ
と
は
他
白
樺
骨
に
一
言
し
た

が
、
そ
白
以
前
に
於
て
既
に
問
屋
金
融
よ
り
濁
立
し
、
銀
行
よ
り
相
首
制
白
融
費
を
う
け
て
ゐ
た
、
比
較
的
願
者
な
一
例
と
し
愛
知
豚
毛
織
物
工
業
を

と
り
上
げ
、
醐
型
化
の
あ
と
を
辿
る
と
と
aa
す
る
。

毛
織
物
工
業
の
殺
展

愛
知
懸
毛
織
物
工
業
に
お
け
る
金
融

事
五
十
一
一
一
巻

ハ
八
五

第
六
披

J又

九

草稿、統制租識と問屋金融(本誌第5'巻第3競)、中小工業統制組織白金融問
(本誌第52巻第4擁)。



愛
知
勝
宅
積
物
工
業
に
拘
け
る
金
融

静
五
十
三
巻

九
C 

六
八
六

第
六
部

毛
純
物
工
業
が
始
め
大
エ
業
と
し
て
出
古
川
氏
し
、
中
小
工
業
の
植
民
展
が
比
較
的
最
近
の
事
に
印
刷
ナ
る
の
は
、
ス
常
〈
の
職
人
産
業
で
あ

り
、
複
雑
左
技
術
を
要
す
る
が
た
め
で
る
る
に
も
せ
よ
、
他
の
織
物
工
業
に
比
し
て
特
異
怒
る
賠
で
あ
る
。
叉
中
小
毛
織
物
工
業
が

愛
知
牒
に
長
い
て
縮
織
物
並
に
絹
綿
交
織
物
上
り
の
特
換
と
し
て
興
っ
た
と
み
」
は
、
多
く
の
人
絹
織
物
工
業
が
絹
織
物
よ
り
の
脚
換

左
し
て
殻
建
し
た
と
と
t
A

と
も
に
、

つ
の
特
徴
を
な
す
。
と
れ
ら
白
事
責
は
何
よ
り
も
毛
織
物
に
封
す
る
需
要
が
始
め
軍
械
及
び

モ
ス
リ
ン
忙
限
ら
れ
、
つ
い
で
サ

1
ヂ
の
図
産
化
、
殊
に
士
市
尺
セ
ル
白
夜
展
と
た
り
、
欧
洲
大
戦
後
に
至
り
生
活
慣
習
の
一
獲
化
に
件

ひ
洋
服
地
忙
封
ナ
る
圏
内
市
場
が
同
聞
け
た
こ
と
、
つ
い
で
昭
和
七
、
八
年
以
来
輸
出
市
場
が
摘
大
し
た
と
い
ふ
、
市
場
的
事
情
に
囚

る
も
の
で
あ
ら
う
。

い
ま
毛
織
物
工
業
の
後
濯
を
詳
述
す
る
と
と
を
漣
町
、
金
融
事
情
の
研
筑
に
必
要
友
る
隈
り
に
沿
い
て
一
瞥
し
か
い
。
明
治
十
一
一

年
千
住
製
織
所
に
稜
鳩
し
た
日
本
毛
織
物
工
業
は
日
清
戦
争
に
宕
い
て
英
大
友
軍
一
械
註
交
を
得
る
と
共
に
、
明
治
一
-
十
九
年
羊
毛
職

入
関
税
の
撤
陵
、
及
び
三
十
九
年
毛
締
及
び
毛
織
物
闘
税
の
引
上
と
い
ふ
好
保
件
を
輿
へ
ら
れ
、
技
術
D
複
雑
な
Z
ラ
シ
ャ
、
毛
布

等
よ
り
も
ま
づ
毛
ス
り
ン
の
生
産
が
摘
大
し
た
。
而
し
て
一
セ
ス

nJ
ン
は
無
地
物
と
し
て
一
賞
作
業
主
行
ふ
か

ι、
大
資
本
主
要
し
最

初
か
ら
大
工
業
と
し
て
裂
達
し
た
。
日
露
戦
争
も
乙

D
工
業
比
大
た
る
刺
戟
を
奥
へ
、
と
の
頃
モ
ス
リ
ン
生
産
は
輸
入
を
凌
駕
す
る

に
至
る
が
、
毛
織
物
工
業
の
本
格
的
脅
注
を
促
し
た
も
の
は
第
一
安
欧
洲
大
戦
に
外
た
ら
む
。
蓋
し
大
戦
は
ム
引
が
T
業
会
慨
に
好
況

を
粛
し
た
と
と
勿
論
で
あ
る
が
、
漸
く
原
料
毛
赫
の
図
様
化
も
着
手
さ
れ
、
サ
1
ヂ
の
開
産
化
、
副
ち
業
尺
セ
ル
も
試
織
期
を
脱
し

で
ゐ
た
際
で
あ
る
か
ら
、
た
と
ひ
大
戦
中
己
そ
原
毛
、
ト
ッ
プ
及
び
機
械
類
の
輸
入
社
絡
の
た
め
さ
し
て
大
た
る
護
展
を
し
左
か
っ

た
と
し
て
も
、
被
後
の
好
況
が
羊
毛
工
業
D
著
し
き
環
展
主
促
し
た
と
と
は
云
ム
迄
も
一
泣
く
、
し
か
も
己
の
時
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る

-
R
大
事
は
生
活
水
準
D
向
上
、
特
に
生
荊
様
式
の
欧
風
化
で
あ
っ
た
。
先
づ
モ
ス

H
Y
生
産
の
増
大
と
友
ら
ん
で
着
尺
セ
ル
が
、
大

宅機物工業の1M且陀ついでは栴蒲健省、羊三"'T書記、並に小出樺油、本邦唱織物
工業の生産機構(毛織、昭和1$年 9Jl披よ刀現在家で蓮載)に詳しい。小論白
銀謹も主としてとれに負ム。 なほ井口東輔、最近に於ける中小毛織物工業事
情(世曾政策時報、第172、173鶴、昭和均年z、2月)、酒井正三郎、我園羊毛工

1) 
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利
多
昭
文、論

慣
に
目
並
揮
鵬
L
前

・
四
%
、
峨
工
教
に
て
四
回
・
八
%
(
昭
和
十
二
年
)
に
し
て
第
一
位
を
占
め
る
の
み
在
ら
や
、
兵
庫
勝
、
ノ
怖
丸
抽
町

題
し
月

東
京
府
の
如
き
大
工
場
の
支
配
的
左
府
燃
を
除
い
て
見
れ
ば
、
中
小
毛
織
物
工
業
に
封
し
て
占
め
る
地
位
は
殆
ξ
麗
倒
的
な
る
と
と
問
略
5

業
省
払

工
て
日
間

縄
ベ
材
。

弔
す
、
下

小
を
文
以

中
計
論
頁

に
続
掲
押

特
上
前
、

と
係
、
史

勢
閥
泊
物

現
の
保
織

白
幅
出
西

業
献
小
尾

正
五
、
六
年
よ
り
飛
躍
的
後
艮
を
議
げ
、

ラ
シ
ヤ
等
が
生
産
増
加
を
示
し
九
ド
着
尺
セ
ル
が
二
幅
織
機
を

つ
い
で
洋
服
地
サ

l
デ、

以
て
椴
ら
れ
、
且
つ
柄
物
で
あ
る
た
め
小
規
桟
生
産
に
遁
し
、
又
洋
服
地
に
長
い
て
も
柄
物
は
勿
論
、
恥
現
地
物
で
も
低
成
な
る
需
要

忙
謝
し
て
は
小
規
模
生
産
自
進
出
ナ
る
絵
地
あ
る
た
め
、
他
繊
維
織
物
の
中
小
工
業
が
己
白
領
域
に
準
州
し
て
、

E
a
A
忙
毛
織
物
に

金
貯
る
大
企
業
と
中
小
企
業
と
り
併
存
が
現
れ
て
来
た
D
で
あ
る
。
爾
来
い
く
ば
く
も
左
く
モ
ス
リ
ン
が
、
拍
柑
訟
ぐ
れ
ナ
一
清
尺
セ
ル

が
飽
和
欣
態
に
達
し
た
が
、
洋
服
地
サ

1
ヂ
及
び
ラ
シ
ヤ
は
著
し
き
設
建
E
示
し
、
か
く
て
大
工
業
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
日
本
羊

毛
工
業
曾
所
属
の
工
場
に
比
し
て
、
主
と
し
て
中
小
工
業
に
よ
る
愛
知
牒
工
場
の
生
産
額
割
合
は
増
大
の
一
路
を
辿
り
、
昭
和
十
二

年
に
後
者
は
全
生
産
額
に
針
し
九
割
(
サ
ー
さ
乃
至
四
割
(
ラ
シ
ご
に
遺
し
た
。

か
く
の
如
〈
急
速
社
後
注
を
示
し
た
愛
知
牒
毛
織
物
工
業
は
主
と
し
て
中
小
工
場
よ
り
成
り
、
今
日
で
は
全
国
毛
織
物
工
業
に
封

し
て
機
業
場
教
に
て
む
一

を
知
る
。
か
〈
の
如
き
愛
知
麟
白
毛
織
物
工
業
は
最
初
綿
織
物
及
び
絹
綿
交
織
物
よ
り
樽
換
せ
る
も
の
で
、
早
ぐ
力
織
機
を
と
り
入

れ
た
遠
州
綿
織
物
に
回
世
治
さ
れ
た
こ
の
地
の
機
業
者
が
、
よ
り
高
級
な
技
術
を
毛
織
物
に
膝
用
し
た
と
こ
ろ
に
渡
生
し
た
。
輸
入
手

1
ヂ
に
ヒ
ン
ト
-
E得
て
之
主
着
尺
製
品
に
舷
刑
せ
ん
と
し
た
試
み
は
明
治
二
十
年
代
よ
り
行
は
れ
、
三
十
四
年
一
憾
の
完
成
主
見
た

と
い
は
れ
る
が
、
そ
の
商
品
化
は
恰
も
綿
及
び
絹
綿
究
織
物
の
仰
換
に
迫
ら
れ
っ
、
あ
っ
た
四
十
年
代
で
あ
っ
て
、
大
E
五
、
六
年

以
来
は
飛
躍
的
登
艮
を
遂
げ
た
。
か
〈
て
愛
知
廓
の
毛
織
物
は
主
と
し
て
着
尺
セ
ル
に
始
ま
る
。

着
尺
セ
ル
の
設
展
に
続
く
の
は
洋
版
地
(
サ
l
f
及
び
ラ
シ
ヤ
類
)
で
あ
り
‘
や
が
て
着
尺
セ
ル
が
飽
和
扶
態
に
遣
し
た
に
反
し
、
洋

服
の
普
及
に
伴
っ
て
大
正
末
期
よ
り
こ
の
方
面
に
努
力
が
注
が
れ
、
織
機
は
四
幅
の
圏
産
力
織
機
が
製
迭
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
原
料

事
五
十
三
巻

愛
知
際
宅
機
物
工
業
に
お
け
る
金
融

第

競

ブL

六
八
七

)

)

)

 

2
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J
d
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愛
知
螺
宅
融
物
工
業
に
和
げ
る
金
融

第
五
十
一
一
一
巻

ブL

第
ノ、
輔

六
八
八

毛
総
白
岡
産
化
も
寅
現
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
染
色
整
理
部
門
の
技
術
的
進
歩
が
行
は
れ
た
事
と
相
侠
っ
て
尾
西
毛
織
物
の
設
展
期
を

生
む
に
至
っ
た
。
市
場
の
棋
大
は
も
と
よ
り
、
毛
織
と
織
機
の
圏
産
化
は
毛
織
物
工
業
の
生
産
機
構
を
撮
大

L
鑓
化
す
る
こ
と
著
し

い
も
の
が
あ
っ
た
。
即
ち
一
方
に
は
賃
機
の
増
加
が
顕
著
と
な
り
、
他
方
に
小
機
業
者
が
漸
弐
規
模
を
繍
大
し
て
問
屋
支
配
よ
り
脱

却
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
現
は
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
地
域
的
に
も
一
官
を
中
心
と
す
る
中
島
郡
よ
り
成
汎
た
地
方
に
経
替
が
旧
民

開
し
、
従
う
て
中
島
郡
で
は
般
に
護
法
せ
る
着
尺
セ
ル
に
加
へ
て
服
地
を
集
織
す
る
も
の
比
般
的
多
く
、
服
地
に
沿
い
て
も
柄
物
を

多
く
技
ふ
に
区

L
、
津
島
守
中
心
と
す
る
海
部
郡
は
幅
一
地
サ

l
ヂ
を
特
色
と
す
る
分
化
を
示
し
て
来
た
。

昭
和
五
、
六
年
ま
で
に
洋
服
地
を
中
心
と
し
て
護
反
し
た
事
情
は
そ
の
後
も
後
ら
な
い
が
、
七
年
よ
り
後
は
わ
が
低
錦
替
に
よ
る

輪
出
り
仲
張
が
こ
の
地
の
中
小
毛
織
物
工
業
に
更
K
飛
躍
的
危
務
展
を
促
し
た
も
白
で
、
海
外
新
市
揚
の
獲
得
が
産
業
及
び
経
俸
の

規
模
に
針
し
て
奥
へ
た
影
響
を
最
も
端
的
忙
一
不
す
。
同
時
に
軍
事
費
撒
布
、
低
漏
替
に
よ
る
各
種
産
業
の
一
般
的
好
況
に
よ
っ
て
、

圏
内
需
要
も
全
般
的
に
増
大
し
た
。
従
っ
て
ま
た
賃
織
経
皆
の
渡
生
は
己
の
期
に
最
も
多
い
。
た
ど
か
く
の
如
き
中
小
経
特
の
激
増

の
反
面
に
は
、
同
じ
事
情
に
促
進
さ
れ
て
従
来
よ
り
の
機
業
者
が
そ
D
規
模
を
増
大
し
て
、
技
術
と
経
済
的
地
位
と
を
向
上
せ
し
め

た
己
と
、
並
び
に
か
L

る
中
小
工
場
が
依
然
と
し
て
大
工
場
と
製
品
。
分
野
を
具
に
し
て
ゐ
る
乙
と
は
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

毛
交
織
物
の
領
域
で
大
た
る
割
合
を
占
め
る
中
小
工
場
も
純
毛
織
物
、
特
に
高
級
品
に
沿
い
て
は
大
工
場
に
膝
倒
さ
れ
て
ゐ
る
。
愛

知
勝
製
品
は
凶
内
需
要
暦
も
大
柴
で
あ
る
し
、
進
出
し
た
格
外
市
揚
も
低
慎
待
を
以
て
開
拓
し
得
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
如
き
文

化
程
度
の
低
い
地
方
で
あ
っ
た
事
寅
は
之
と
相
日
・
臨
す
る
。
賃
機
は
兵
日
比
を
始
め
谷
枇
品
開
庇
か
ら
禁
生
し
、
毛
織
物
市
場
の
抜
大
に

件
う
て
資
本
主
蓄
税
し
得
て
漸
吠
に
淵
立
工
場
へ
と
成
長
ナ
る
。
勿
論
成
長
の
途
中
に
種
々
の
障
害
、
殊
に
中
小
企
業
と
し
て
の
規

棋
の
限
晃
氏
達
し
て
破
綻
す
る
も
の
が
少
く
危
い
が
、
市
揚
の
嫡
大
す
る
だ
け
、

一
方
に
分
業
化
せ
る
中
小
企
業
の
存

ι飴
地
が
哨

lUi著、下請制工業論、 75-77頁。5) 



す
と
同
時
に
、
ま
た
他
方
に
悶
内
市
場
と
凶
外
市
場
と
を
目
的
と
し
た
抜
大
せ
る
企
業
が
成
立
し
得
る
は
や
ノ
で
あ
る
。
前
者
は
全
く

問
屋
、
殊
に
産
地
問
屋
の
支
配
下
に
動
か
さ
れ
、
後
者
は
或
る
程
度
ま
で
問
屋
の
支
配
を
脱
し
て
濁
立
工
場
と
し
て
の
色
彩
を
濃
く

し
、
直
接
に
集
散
地
問
屋

1
1束
問
問
屋
と
交
渉
す
る
と
い
ふ
意
味
で
、
同
種
白
企
業
は
質
的
に
全
く
豆
一
る
内
容
を
も
っ
て
ゐ
る
。

支
那
事
務
勃
改
ま
で
の
毛
織
物
工
業
の
沿
革
は
以
上
の
如
く
概
括
し
得
る
。
愛
知
燃
に
長
け
る
か
〈
の
如
き
産
業
及
び
企
業
の
機

悼
の
上
に
中
小
工
業
令
一
融
は
如
何
な
る
展
開
を
示
し
売
で
あ
ら
う
か
。
い
ま
綾
述
の
使
宜
か
ら
、
大
正
初
年
か
ら
十
三
、
四
年
頃
ま
で

を
錦
一
期
と
し
、
大
医
末
期
よ
り
昭
和
五
、
六
年
ま
で
の
識
は
展
期
を
第
三
期
と
し
、
そ
の
後
の
検
出
仲
良
時
代
主
第
二
一
期
と
分
っ
て

各
時
期
に
特
徴
的
な
今
両
方
法
を
検
ね
る
と
と
九
す
5
0

毛
織
物
工
業
の
金
融

第
一
期
(
輸
入
毛
輔
、
着
尺
セ
ル
時
代
)

愛
知
腕
五
純
物
工
業
の
最
初
白
展
開
は
茄
尺
セ
ル
に
公
い
て
見
ら
れ
、
千
機
モ
ス
り
シ
が
之

に
加
は
る
。
毛
織
物
に
治
い
て
は
日
本
全
悌
と
し
て
明
治
四
十
年
に
力
織
機
が
千
織
機
を
凌
加
持
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
や
、
愛
知
酎
綿
花
ゐ

い
て
着
尺
セ
ル
が
主
と
し
て
紛
ら
れ
た
第
一
期
に
は
左
ほ
手
総
出
慨
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
複
雑
な
技
術
を
原
朋
す
る
己
の
地
の
綿
織

物
及
び
絹
綿
交
織
物
が
力
織
機
導
入
を
臨
時
さ
吐
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
た
め
競
争
生
産
地
よ
り
受
け
た
打
撃
を
機
械
化
に
よ
る
代

り
に
、
毛
織
物
へ
の
脚
換
に
よ
っ
て
問
避
L
た
げ
で
あ
っ
て
、
た
V
A

他
繊
維
を
川
ひ
る
新
し
き
技
術
は
最
初
の
う
ち
、
梢
規
模
の
大

た
る
、
い
は
ピ
中
立
場
に
て
資
施
さ
れ
た
ゃ
う
で
あ
Z
。
農
商
務
省
統
計
に
よ
れ
ば
も
織
物
は
主
と
し
て
職
Z
十
人
以
上
空
刑
び
る

「
γ

し
揚
」
に
て
袈
織
さ
れ
、
平
均
帥
刷
工
数
=
一
四
十
人
に
怨
し
て
ゐ
売
事
責
は
注
意
さ
れ
託
け
れ
ば
在
ら
ね
。
然
し
着
尺
セ
ル
り
著
し
き

後
展
を
示
し
た
大
正
五
、
六
年
以
来
は
工
揚
の
ほ
か
、
零
細
粧
倍
、
殊
に
賃
織
業
も
榊
加
し
仏
閉
め
、
大
正
十
年
国
に
至
れ
ば
、
マ
一
一

愛
知
勝
宅
織
物
工
業
に
布
け
あ
金
融

第
六
挽

ブL

第
五
十
三
巻

百
八
九

各時期に特徴的な展開世主主ペるが、 ζれら白金融方法は同時に暗Eすべて最
近全 σ行はれ Cゐるロ蓋し若干棚業者白規模が大き〈なると同時に、常に耕
しき零細企業が愛生しつ Lあるから。
小出保泊、前掲論文、日月冊。

6) 



愛
知
豚
毛
織
物
工
業
に
お
け
る
金
融

第
五
十
=
一
巻

第
六
掠

ブL
阻

六
丸

O

ユ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
と
し
て
多
少
の
澗

ι牲
を
保
つ
「
内
機
」
と
、
他
方
に
賃
機
九
」
が
成
立
し
て
ゐ
た
。

攻
に
金
融
問
題
の
身
察
に
営
っ
て
少
か
ら
む
意
義
主
有
す
る
の
は
原
料
毛
稀
で
あ
る
。
着
尺
セ
ん
に
附
ひ
ら
れ
る
毛
絡
の
生
産
は

毛
織
物
生
産
よ
り
も
，
台
〈
れ
、

一
般
に
ト
ッ
プ
を
輸
入
し
て
内
地
で
紡
析
す
る
こ
と
さ
へ
日
露
戦
争
後
の
と
と
で
あ
り
、
第
一
夫
欧

洲
大
戦
巾
に
総
入
杜
絶
し
て
闘
産
毛
訴
に
針
す
る
刺
戟
が
興
へ
ら
れ
た
が
、
在
ほ
首
時
ま
で
五
正
し
で
稔
入
毛
紛
が
使
用
さ
れ
て
ゐ

た
。
か
〈
て
原
料
毛
締
買
付
は
輸
入
荷
よ
り
之
を
行
ム
わ
け
で
あ
っ
た
。

も
織
物
は
他
の
織
物
に
比
し
て
製
織
技
術
が
複
雑
で
あ
り
、
制
組
織
期
間
も
長
く
、
付
加
仕
入
よ
り
織
上
り
迄
少
く
と
も
一
一
一
一
一
ヶ
月
、

染
色
整
理
に
一
ケ
月
主
要
す
る
の
み
な
ら
古
川
、
殊
に
着
八
セ
ル
は
需
要
期
が
限
ら
れ
る
た
め
、
作
業
及
び
資
金
需
要
白
季
節
的
繁
関

が
甚
し
い
と
い
ふ
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
原
料
赫
は
綿
称
、
人
絹
綿
等
に
比
し
て
高
債
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
事
怖
か
ら
必
然
的
に
多
〈

の
経
詩
資
本
を
必
要
と
す
る
わ
貯
で
あ
り
、
彼
等
が
金
融
上
原
料
商
あ
る
ひ
は
問
屋
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
た
く
た
る
所
以
で
あ
る
。

第
一
期
に
島
貯
る
問
屋
金
融
の
献
況
は
詳
細
を
知
り
難
い
が
、
賃
機
に
於
て
は
産
地
問
屋
が
強
力
に
之
を
支
配
し
て
ゐ
た
こ
と
、

従
う
て
金
融
も
問
屋
に
よ
っ
て
賄
は
れ
て
ゐ
た
と
と
は
殆
ど
疑
ひ
な
い
。
産
地
問
屋
は
最
も
零
細
な
る
機
屋
に
針
し
で
は
自
ら
毛
総

を
輸
入
商
よ
り
買
付
砂
、
之
を
機
屋
に
支
給
し
て
織
上
げ
し
め
た
製
品
を
引
取
り
、
之
に
工
貨
を
支
排
ム
。
勿
論
、
製
織
期
聞
が
長

い
い
た
め
中
詮
に
沿
い
て
必
要
友
る
資
金
は
問
屋
に
仰
ぐ
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
の
揚
合
T
一
も
愛
知
廊
で
は
織
機
は
概
ね
機
屋
白
所
右
に

同
刷
ナ
る
干
う
で
あ
る
。
十
h
資
力
あ
均
的
機
屋
に
劃
し
て
は
、
先
金
主
渡
す
が
際
紛
は
機
屋
自
身
を
し
て
買
入
れ
し
め
、
製
品
を
引
取

る
、
断
簡
「
糸
寅
縞
買
」
の
形
式
を
と
る
。
こ
の
揚
合
に
毛
総
は
主
と
じ
て
需
要
期
忙
輸
入
商
が
出
張
し
て
産
地
問
屋
又
は
機
屋
に

資
る
の
で
あ
る
か
ら
、
輸
入
一
闘
は
直
接
生
産
者
へ
深
き
閥
係
を
持
ち
得
十
、
従
っ
て
絞
楼
へ
の
干
渉
、
金
融
的
援
助
を
奥
へ
泣
か
っ

た
に
反
し
、
産
地
問
屋
は
資
金

χ
は
原
料
の
形

ι沿
い
て
機
謀
者
に
劃
す
る
金
一
融
を
行
ひ
、
後
者
は
全
〈
問
屋
心
支
配
下
に
る
る
。

小出保治、昭和同年 z月現。恐ら(官相複雑な技術を利用して輔換を敢へで
したのは、輔又は絹紬克織抽にて或る程度白玉置展を準げたも白に胆られかの
であらう。
最近は整理設備の不足そ白他のため更に延長して5-67月を要ナる。

2) 
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金
融
の
み
な
ら
宇
、
意
匠
の
考
案
も
生
産
の
計
査
も
す
ぺ
て
問
屋
の
命
や
る
ま
L

で
る
る
。
己
れ
は
な
が
く
中
小
工
業
に
一
般
的
友

絞
借
方
法
で
あ
り
、
金
融
方
法
で
あ
っ
て
、
今
日
在
ほ
零
細
紅
る
規
模
の
工
業
者
に
つ
い
て
は
多
く
見
ら
れ
る
。
大
阪
東
京
の
集
散

地
問
屋
、
所
謂
東
西
問
屋
に
劃
し
て
は
産
地
問
屋
を
通
じ
て
供
給
さ
れ
る
。

調
立
工
場
、
印
ち
内
機
は
前
記
統
計
に
現
は
れ
た
ほ
ど
に
支
配
的
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
内
機
L
し
呼
ば
れ
る
機
屋
が
ど
こ
ま
で
問
屋

よ
り
肥
倒
立
し
て
ゐ
た
か
、
多
少
の
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
梢
大
在
る
も
の
、
例
へ
ぽ
帥
靴
工
三
四
十
人
以
上
を
使
用
せ
る
工
場
D
如

き
は
別
と
し
て
、
そ
れ
以
下
の
規
模
を
も
う
工
場
は
恐
ら
〈
内
機
と
は
名
の
一
み
、
「
糸
賀
縞
買
」
白
形
に
て
寅
質
的
に
は
問
屋
に
依
存

し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
、
そ
白
限
り
で
は
狽
立
性
少
き
こ
と
賃
機
と
き
し
て
異
ら
ぬ
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

以
上
の
知
書
揚
合
、
金
融
機
関
の
針
象
と
な
る
白
は
全
く
問
屋
の
み
に
限
ら
れ
、
機
屋
は
間
援
に
問
屋
を
通
巴
て
資
金
主
得
る
。

ま
た
機
屋
は
全
〈
従
局
的
地
位
に
あ
る
か
ら
、
問
屋
よ
り
の
融
通
に
劃
し
て
は
高
利
を
負
捨
し
、
ま
た
ヱ
賃
の
著
し
き
切
下
げ
が
行

は
れ
た
己
と
は
営
然
で
あ
り
、
い
ま
は
業
者
も
認
め
る
と
こ
ら
で
あ
る
。

第
ニ
期
(
幽
産
毛
輔
、
構
業
費
展
時
代
)

大
配
末
年
よ
り
牒
料
毛
紛
の
副
産
化
が
す
L
み
、
と
の
地
方
で
も
生
産
さ
れ
る
と
と
L
な
っ

声と

毛
締
は
大
疋
十
一
、

二
年
頃
よ
り
漸
弐
生
産
額
を
増
し
、
従
っ
て
ま
た
輸
入
は
十
四

五
年
よ
り
殆
ど
連
年
減
少
し
て
行
つ

た
o

大
正
十
五
年
白
閥
枕
改
正
の
殻
川
沿
も
見
逃
す
と
と
が
出
来
な
い
。
而
し
て
と
れ
よ
り
毛
締
商
が
後
展
し
て
、
産
地
胤
屋
又
は
機

業
者
に
金
融
的
活
動
を
も
行
ふ
と
と
ミ
友
っ
た
。

己
の
期
は
ひ
き
つ
w
h

〈
着
パ
セ
ル
の
黄
金
時
代
に
加
へ
て
服
地
生
産
が
開
始
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
着
尺
セ
ル
を
以
て
習
得
し
た
る

毛
織
技
術
を
四
幅
服
地
位
肱
服
用
し
て
改
良
に
努
め
る
と
同
時
に
、
四
幅
力
級
機
の
導
入
が
感
ん
に
行
は
れ
、
大
百
十
三
年
に
は
愛
知

防
相
に
於
て
も
漸
〈
力
織
機
が
千
織
機
を
凌
駕
す
る
こ
と
t
A

た
っ
た
。
織
機
十
豪
未
満
の
零
細
経
器
に
於
て
さ
へ
昭
和
二
年
比
は
力
織

震
如
廓
毛
織
物
工
業
に
お
げ
る
金
融

第
王
十
一
一
一
巷

大
丸

第
六
埠

'" 五



愛
知
豚
毛
織
物
工
業
に
お
け
る
金
融

第
五
十
一
-
一
巻

九
六

六
九

第
六
甥

機
白
方
が
多
く
よ
な
っ
た
。
注
意
す
べ
き
は
力
織
機
白
岡
産
化
が
平
岩
式
、
大
限
式
、
盟
旧
式
、
野
上
式
等
白
出
現
に
よ
っ
て
行
は
れ

て
、
容
易
に
織
機
増
設
が
可
能
と
な
っ
た
の
み
な
ら
十
、
と
れ
ら
織
機
製
遁
業
者
が
競
っ
て
製
品
を
買
込
む
た
め
に
月
賦
販
実
方
法

を
と
り
、
機
業
者
は
同
定
資
金
主
一
時
に
そ
な
へ
や
し
て
増
設
を
行
ふ
こ
と
が
出
来
た
。
勿
論
好
況
期
に
は
泣
備
資
金
の
一
部
が
問

医
よ
り
賄
は
れ
る
と
と
も
あ
っ
た
に
相
違
左
い
。

染
色
整
理
部
門
の
技
術
的
進
歩
も
少
か
ら
ね
意
義
を
も
つ
が
、
と
れ
ら
生
産
保
件
の
改
善
に
も
ま
し
て
根
本
的
紅
白
は
毛
織
物
需

要
の
著
し
き
増
大
に
ほ
か
た
ら
ぬ
。
洋
服
着
用
の
習
慣
が
普
及
す
る
忙
伴
っ
て
、
着
尺
セ
ル
の
ほ
か
に
洋
服
地
生
産
が
後
展
し
た
結

果
、
附
者
を
粂
織
す
る
諜
者
白
如
苦
は
そ
の
規
模
を
相
首
忙
披
大
し
た
。
機
業
者
が
一
般
に
資
力
主
増
大
す
る
に
手
一
れ
ば
、
調
立
性

を
大
に
し
、
金
融
関
係
に
た
一
い
て
も
吠
に
述
ぷ
る
如
昔
務
一
化
を
生
や
る
。
既
に
地
方
的
集
中
を
示
し
た
毛
織
物
生
産
に
よ
っ
て
漸
弐

に
熟
練
工
が
増
加
し
、
か
L
る
持
働
力
が
養
成
せ
ら
れ
つ
ー
、
あ
る
農
村
の
地
盤
D
上
に
棋
大
せ
る
市
揚
が
得
ら
れ
る
在
ら
ば
、
既
存

企
業
の
規
模
が
擬
大
す
る
と
と
も
に
、
新
し
き
小
企
業
が
結
え
や
成
立
す
る
と
と
は
営
然
で
あ
っ
て
、
と
れ
が
零
細
賃
機
の
大
量
的

愛
生
と
在
っ
た
。
か
く
て
我
々
は
こ
誌
に
機
業
者
の
経
済
的
地
位
の
向
上
L
」
賃
機
む
設
展
と
の
雨
現
象
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

零
細
た
る
賃
機
に
謝
す
る
産
地
問
屋
白
金
融
的
支
配
は
前
期
と
異
る
と
と
ろ
は
左
い
。
然
る
に
機
業
者
白
う
ち
に
は
上
漣
の
如
く

そ
の
費
力
と
規
践
と
を
増
大

L
た
も
の
が
現
れ
、
従
来
由
如
雪
産
地
問
震
へ
の
絶
対
的
従
属
K
甘
ん
ぜ
や
、
今
や
意
匠
を
白
ら
考
案

L
、
自
ら
市
況
の
見
透
し
に
基
い
て
生
産
の
計
喪
主
樹
立
す
る
能
力
を
特
る
し
、
市
揚
の
献
況
に
よ
っ
て
は
有
利
た
販
寅
先
を
選
捧

せ
ん
と
さ
へ
す
る
に
至
る
。
E
L
で
毛
綜
商
と
織
物
商
と
を
兼
ね
る
産
地
問
屋
の
支
配
か
ら
脱
れ
て
、
或
る
程
度
ま
で
む
自
由
主
留

保
し
作
る
取
引
粧
路
が
つ
〈
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

恰
も
原
料
モ
材
料
は
岡
産
化
さ
れ
た
。
毛
料
商
は
産
地
の
小
規
模
た
毛
綜
商
の
ほ
か
、
東
京
の
三
井
物
産
株
式
曾
枇
、
大
阪
の
丸
虹

井口東輔、最近に於ける中小毛織物工業事情(祉骨政策時報、昭和同年 Z月、
2月競〉。 氏は服地章構により生産設備が高度に利用され、摘出韓者D経営淑態
が改善された貼を指摘される。
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商
底
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
合
枇
(
今
竺
二
時
株
式
曾
融
)
、
安
宅
商
合
の
各
支
底
、
或
は
名
古
屋
の
遠
山
商
屈
等
が
、
問
屋
と
比
較
的
大

な
る
機
業
者
に
毛
締
を
買
る
。
毛
綿
商
は
概
ね
大
資
本
主
擁
す
る
し
、
毛
帥
酬
の
取
引
関
係
が
定
常
化
す
れ
ば
機
屋
の
経
皆
内
容
を
知

悉
す
る
か
ら
、
多
〈
の
締
を
賓
り
込
む
た
め
に
手
形
忙
上
っ
て
供
給
す
る
注
を
閲
〈
。
印
ち
(
一
〕
六
十
日
乃
至
九
十
日
期
限
の
千
形

を
と
っ
て
付
加
を
賓
り
、
或
は
(
一
一
)
入
用
た
数
量
だ
け
綜
を
渡
し
毎
月
分
を
現
金
掛
さ
せ
る
延
梯
白
方
法
を
と
る
己
と
も
あ
る
。
手
形

は
毛
赫
商
に
沿
い
て
期
日
ま
で
保
持
し
、
或
は
銀
行
忙
て
割
引
さ
れ
る
。

産
地
(
一
宮
、
常
島
な
YL)
の
毛
新
商
に
謝
し
て
も
同
様
た
金

融
が
行
は
れ
た
。
と
れ
ら
の
場
合
金
利
は
毛
紙
代
D
中
に
含
ま
れ
、
危
険
に
針
す
る
保
険
料
の
分
だ
貯
頴
常
の
銀
行
H
歩
よ
り
も
高

い
り
が
普
通
で
あ
っ
た
。

毛
織
物
K
K
い
て
は
設
備
資
金
の
必
要
は
さ
し
て
犬
き
〈
た
い
が
、
毛
料
相
が
高
い
だ
け
原
稀
代
に
謝
す
る
金
融
が
最
大
と
友
る
ば

か
り
で
た
〈
、
叉
製
織
整
理
期
間
が
四
、

f
t
ヶ
月
に
及
ぶ
た
め
、
そ
の
岡
工
賃
、
電
力
料
、
租
税
等
む
た
め
の
流
動
資
金
を
要
し
、

か
う
季
前
的
繁
閑
あ
り
、
品
市
尺
セ
ル
に
て
は
春
秋
物
多
〈
、
洋
服
地
に
て
は
夏
物
は
一
ー
ー
=
一
月
頃
、
冬
物
は
六

I
|八
月
頃
に
出

荷
多
〈
(
障
に
は
毒
物
は
原
料
は
ピ
品
生
産
費
が
大
で
あ
る
)
、
そ
の
時
ま
で
費
力
の
許
す
限
り
製
品
を
手
持
し
て
ゐ
る
か
ら
も
流
動
資
金
に

は
少
か
ら
ね
も
の
が
必
要
と
た
も
然
し
い
ふ
ま
で
も
左
〈
機
屋
が
す
べ
て
所
有
す
る
に
及
ば
す
、
寅
際
は
毛
締
商
、
問
屋
、
銀
行

等
白
費
力
に
よ
っ
て
賄
は
れ
る
部
分
が
少
ぐ
た
い
。
原
締
金
融
の
ほ
か
所
調
「
織
溜
金
融
」
が
行
は
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

織
滞
金
融
に
つ
い
て
と
の
頃
は
主
ム
」

L
て
織
物
商
(
有
力
な
る
買
融
商
、
又
は
東
西
問
屋
)
が
之
に
営
っ
た
。
邸
ち
取
引
関
係
の
定
士

っ
た
機
屋
に
劃
し
て
は
製
品
納
入
を
引
営
と
し
て
内
金
を
前
貸
す
る
白
で
あ
り
、
多
〈
は
織
物
商
が
六
十
日
乃
至
九
十
日
期
限
の
手

形
を
振
出
し
て
機
屋
に
輿
へ
、
機
屋
比
之
を
銀
行
に
て
割
引
く
。
銀
行
は
織
物
商
の
信
用
に
て
割
引
き
、
之
に
よ
っ
て
機
屋
が
直
接

内
金
で
あ
り
、
商
品
白
取
引
は
未
だ
行
は
れ
て
ゐ
泣
い
か

に
は
問
屋
よ
り
、

間
接
に
は
銀
行
よ
り
金
融
を
よ
ソ
け
た
己
と
に
な
る
。

愛
知
牒
宅
融
物
工
業
に
和
げ
る
金
融

第
五
十
三
巻

事
ノ、

競

ヌL
七

L 
y、
ブL

施動費金ほ掴常設備費金白約3借といはれる。2) 



愛
知
膝
毛
続
物
工
業
に
お
け
る
金
融

A. 、
l'、

第
五
十
=
一
巻

六
九
四
i

俸
ムノ、
母語

ら

一
種
の
融
通
手
形
に
ほ
か
左
ら
む
。
出
荷
時
期
の
欄
係
か
ら
六
|
|
八
月
頃
に
最
も
多
い
が
、
平
〈
振
出
さ
れ
た
も
の
は
切
換

へ
ら
れ
て
績
く
。
ま
た
織
物
市
況
の
良
好
な
る
際
に
は
織
物
商
は
商
品
を
引
取
り
た
い
矯
め
に
進
ん
で
と
の
金
融
を
興
へ
ん
と
し
た

と
と
も
あ
る
。

や
1
h

信
用
あ
る
機
業
者
は
仕
入
れ
た
原
総
主
権
保
と
し
、
即
ち
倉
庫
詮
泰
に
よ
っ
て
銀
行
よ
り
融
通
を
う
け
る
己
と
も
あ
る
。
前

貸
手
形
と
稀
す
る
が
、
銀
行
が
物
的
櫓
保
に
よ
り
機
業
者
に
直
接
金
融
す
る
、
か
く
白
如
昔
方
法
も
や
が
一
現
は
れ
て
来
た
。

椴
沼
金
融
に
沿
い
て
も
、
た
と
ひ
問
屋
の
信
用
忙
よ
っ
て
受
け
る
忙
せ
上
、
間
接
に
は
銀
行
白
融
資
を
う
け
、
更
に
は
物
的
措
保

に
で
直
接
銀
行
よ
り
融
資
を
う
け
る
に
至
れ
ば
機
屋
白
地
位
は
多
少
向
上
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

一
居
明
瞭
に
己
の
事
を
一
示
す
白
は

製
品
代
金
の
決
済
方
法
に
訟
け
る
礎
化
で
あ
る
。
卸
ち
従
来
の
産
地
問
屋
忙
従
属
し
て
ゐ
る
聞
は
、
機
屋
は
東
問
問
屋
と
白
蓮
絡
に

全
〈
無
闘
心
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
機
屋
が
漸
失
強
力
に
な
る
に
従
ひ
、
或
は
自
ら
商
業
的
活
動

E
行
ひ
、
或
は
よ
り
賜
宮
問
屋

を
自
己
の
有
利
な
や
う
に
利
則
ぜ
ん
と
努
め
る
に
至
る
。
愛
知
牒
毛
織
物
工
業
に
沿
い
て
は
買
纏
商
、
ヱ
ぜ
ン
ト
の
如
き
問
屋
を
利

用
す
る
も
の
が
多
く
、
産
地
問
屋
叉
は
東
西
問
犀
の
帯
頭
が
濁
立
し
て
椅
議
す
る
の
を
利
用
し
て
、
之
に
東
西
問
屋
と
の
仲
介
を
行

は
せ
る
白
で
る
る
。

(
従
革
か
ら
の
産
地
問
屋
も
屡
々
買
縦
商
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
i
A

に
は
産
地
問
屋
に
比
し
て
責
カ
少
〈
、
仲
介
的
活
動
を
主
と
す

-e
も
の
そ
指
す
名
棋
と
し
て
用
ひ
る
O
)

彼
等
は
資
力
た
ほ
弱
小
で
あ
る
か
ち
機
屋
の
製
品
に
謝
し
て
は
十
日
期
同
の
小
切
弐
を
以
て
賢
買

依
俸
の
凡
そ
八
割
を
支
Mm
ひ
‘
五
日
毎
に
閲
か
れ
る
弐
D
市
日
比
東
西
問
屋
に
波
し
て
六
十
日
又
は
九
世
日
の
商
業
手
形
を
受
取
る
。

と
り
手
形
を
銀
行
に
持
参
し
て
割
引
を
受
け
、
以
て
前
記
小
切
手
を
決
済
す
る
。
買
糟
商
が
現
金
に
て
買
取
り
「
現
金
一
一
歩
引
」
に

て
玄
梯
ふ
と
い
ふ
の
は
賓
は
己
の
十
日
期
限
小
切
手
掛
の
己
と
で
あ
っ
た
。
買
纏
商
は
通
常
二
%
の
手
数
料
を
得
、
今
‘
や
コ
ム
ミ
ツ

シ
ヨ
ン
マ

1
1
T
ヤ
ン
ト
た
る
色
彩
が
強
い
c

己
の
揚
台
山
貝
継
商
は
自
己

ρ決
済
資
金
は
大
槌
東
問
問
屋
由
信

Mι
よ
っ
て
手
形
割
引

他のー側主 Lて、柳川昇、桐生織物業に於ける前貸制度(値揖畢論集、第 2巷
第 2腕)参照。
約二割に常る残額は奮E月(宰物)奮盆(春夏物)雪で仕切り を留保される。4) 



を
う
け
た
銀
行
の
資
金
に
ま
つ
わ
け
で
あ
り
、
数
寓
国
の
資
力
を
以
て
各
自
年
一
-
百
寓
園
位
の
取
引
を
行
ひ
、
自
ら
も
多
少
の
資
力

と
信
用
と
は
も
つ
が
、
主
と
し
て
束
阿
問
毘
と
銀
行
の
力
に
よ
っ
て
立
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
東
西
問
屋
に
針
し
で
は
勿
論
、

機
業
者
に
封
し
で
も
強
大
た
る
白
玉
性
を
も
た
宇
、
製
品
債
格
も
東
西
問
屋
に
於
て
始
め
て
決
定
さ
れ
、
同
孔
纏
商
は
原
則
と
し
て
手

数
料
の
み
を
取
得
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
ど
と
の
時
と
い
へ
ど
も
倣
格
下
落
に
よ
る
危
険
は
之
を
機
屋
に
糊
嫁
ナ
る
事
が
同
来
る
。

己
白
方
法
に
よ
る
銀
行
白
手
形
割
引
の
月
末
残
高
が
多
き
と
き
は
百
高
閣
に
も
達
し
た
己
と
は
、
そ
の
ま
、
之
を
利
用
し
た
機
業
者

の
経
済
的
地
位
の
向
上
主
物
語
る
も
D
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
隆
自
主
性
少
く
、
機
屋
よ
り
東
西
問
屋
へ
の
仲
介
に
首
っ
て
「
商
標
料
」

一
%
を
取
得
し
、
問
屋
よ
り
手
形

E
貰
っ
て
来
る
に
過
ぎ
な
い
。

エ
ゼ
ン
ト
と
相
刑
す
る
の
は
買
繕
商
に
似
て
ゐ
る
が
、

我
々
は
以
上
の
如
苦
境
化
か
ら
第
一
に
、
機
業
弄
が
賃
機
と
し
て
、
原
料
と
製
品
、
f

一
の
雨
側
よ
り
支
配
さ
れ
て
ゐ
た
欣
態
よ
り
股

し
て
、
毛
締
官
と
織
物
商
と
に
別
々

ι金
融

E
依
存
す
る
に
至
っ
た
瓢
に
於
て
、
第
一
一
に
、
産
地
問
屋
を
離
れ
て
賀
維
商
白
如
き
弱

小
問
屋
を
利
用
す
る
に
至
っ
た
融
に
於
て
、
機
業
者
由
経
済
的
地
位
の
向
上
を
認
め
る
と
と
が
出
来
る
。
ま
た
銀
行
は
と
れ
ら
商
業

者
に
金
融
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
に
機
業
資
金
を
供
給
し
、
手
形
貸
付
及
び
手
形
割
引
の
方
訟
を
盛
ん
に
加
ひ
た
と
と
は
一
つ
の

特
色
で
あ
る
。

東
西
問
屋
が
同
時
に
毛
赫
商
を
兼
ね
る
揚
合
も
少
く
な
い
。
己
の
揚
合
に
は
モ
赫
商
が
同
時
に
織
溜
資
金
の
融
通
も
行
ム

b
け
で

あ
る
が
、
か
ミ
る
毛
総
雨
は
い
ふ
迄
も
な
〈
大
資
本
で
あ
る
か
ら
、
之
か
ら
融
通
を
ろ
け
る
の
は
既
に
機
屋
が
相
営
の
規
模
に
注
し

て
ゐ
る
揚
合
に
限
ら
れ
る
。

第
三
期
(
輪
出
悼
虫
時
代
)

昭
和
七
、
八
年
よ
り
我
が
低
鋳
替
を
利
し
て
海
外
市
揚
に
進
出
し
た
中
小
工
業
の
一
例
と
し
て
毛
織
物

愛
知
廓
毛
織
物
工
業
に
お
け
る
金
融

第
五
十
三
容

ハ
丸
五

第
六
競

プL
jL 

と白ほか持下り問属なるものがあり、主として小機業者を支配して製品を地
方小賀商或は百貨府には接寅り、厚口鋳をとってゐたが、最近時坐した。

5) 



愛
知
蟻
宅
融
物
工
業
に
担
げ
る
金
融

第
五
十
三
容

第
六
挽

。
O 

六
九
六

工
業
を
あ
げ
る
と
と
が
出
来
る
ロ
市
場
は
闘
東
州
、
中
華
民
凶
、
英
領
印
度
等
の
東
洋
諸
凶
か
ら
漸
弐
ア
フ
リ
カ
に
も
及
ん
だ
。
確

か
に
品
質
広
告
い
て
は
た
ほ
英
国
品
に
透
か
に
及
ぼ
中
、
中
級
品
以
下
の
調
伊
製
品
に
伍
し
て
、
債
格
の
黙
で
漸
く
こ
れ
ら
未
開
岡

市
場
に
進
出
し
た
D
で
は
あ
る
け
れ

E
も
、
数
量
的
に
は
誠
に
目
覚
し
い
進
出
で
あ
っ
た
。
内
地
需
要
の
増
大
と
制
ん
で
か
〈
白
如

苦
海
外
市
揚
の
横
大
が
毛
織
物
工
業
に
奥
へ
た
刺
戟
は
い
ふ
迄
も
た
く
極
め
て
大
昔
〈
、
愛
知
燃
の
中
小
毛
織
工
場
は
一
段
と
飛
躍

的
俊
民
を
遂
げ
た
。
毛
総
も
己
の
明
間
に
は
輸
出
超
過
を
一
不
ず
に
五
り
、
毛
締
製
法

4
門
合
一
位
も
致
艮
し
た
。
製
品
は
清
パ
セ
ル
が

精
衰
微
に
入
り
、
中
心
は
洋
服
地
に
置
か
れ
、
従
来
の
製
品
の
ほ
か
婦
人
子
供
服
地
の
生
産
が
著
し
く
増
加
し
た
。
力
織
機
の
普
及

や
経
器
規
模
。
瞳
明
大
の
如
昔
傾
向
は
前
期
よ
り
引
き
続
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
此
の
地
方
で
は
輸
出
毛
織
物
と
内
需
毛
織
物
と
は
多

ぐ
乗
織
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
も
注
意
す
ベ
昔
で
あ
る
。

ヒ
の
時
期
に
も
毛
織
物
工
業
の
産
業
規
模
の
損
大
に
伴
っ
て
賃
織
の
顕
著
な
増
加
が
見
ら
れ
、
金
貨
織
工
場
の
う
ち
昭
和
六
年
以

降
忙
成
立
し
た
も
り
が
そ
の
半
数
に
達
し
て
ゐ
る
(
昭
和
十
年
調
査
)
O

賃
機
の
大
部
分
が
如
何
に
新
し
い
い
か
を
知
り
得
る
が
、

E
D
事

寅
は
毛
織
物
工
業
自
殺
展
。
急
激
た
る
と
と
を
示
す
に
ほ
か
な
ら
示
、
賃
織
形
訟
は
か
た
り
平
〈
よ
り
徐
々
に
起
つ
て
は
ゐ
た
も
の

白
、
犬
企
業
に
劃
し
て
中
小
企
業
の
占
め
る
意
義
主
急
速
に
高
め
る
E
と
、
た
っ
た
。
他
方
に
島
い
て
中
小
企
業
の
う
ち
そ
白
規
模

を
摘
大
し
勢
力
を
得
る
に
至
っ
た
も
の
が
少
く
た
い
と
と
段
、
ま
た
と
の
期
に
島
貯
る
金
融
方
法
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
賃
機
そ
の

他
の
中
小
企
業
が
産
地
問
尾
又
は
濁
立
機
業
者
に
従
属
し
て
之
よ
り
金
融
を
受
貯
る
方
法
は
前
の
時
期
と
異
ら
た
い
か
ら
、
経
済
的

地
位
を
向
上
し
た
た
め
新
し
昔
金
融
方
法
を
利
用
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
つ
い
て
蓮
ベ
る
。

ま
づ
機
業
者
は
毛
締
商
の
金
融
を
う
け
て
ゐ
た
け
れ

E
も
、
之
に
針
す
る
金
刺
負
檎
は
毛
総
代
金
の
中
に
含
ま
れ
る
と
と
は
い
ふ

迄
も
た
く
、
し
か
も
と
の
金
利
低
銀
行
の
そ
払
よ
h
J
君
干
高
い
の
が
常
で
あ
う
た
。
そ
れ
故
(
一
)
機
業
者
に
し
て
資
本
を
者
積
す
れ

/J、出保油、毛織物工業白輸出伸麗カ(時局左中小工業Ih232買以下。
/J、間保捕、同書、 2[9頁。
小出保治、前掲請文、 z月娘。
営時銀行日歩は2.5--1.6量骨でさらった。昭和7年より断ヨ免債落を続け?と。
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ぽ
現
金
梯
を
在
す
に
五
る
己
と
は
営
然
で
あ
る
。

E

D
場
合
に
は
毛
総
商
よ
り
五
、
六
日
期
限
を
附
し
た
素
潟
替
手
形
、
郎
ち
引
受

友
き
逆
潟
替
を
取
組
み
、
機
業
者
は
着
荷
に
よ
り
現
金
支
梯
を
な
す
の
で
あ
る
。
金
利
負
強
は
之
に
よ
り
低
下
す
る
し
、
銀
行
は
商

業
手
形
と
し
て
之
を
割
引
く
。
(
二
)
ま
た
機
業
者
は
締
慣
D
鑓
動
基
し
〈
販
路
の
棋
大
が
見
込
ま
れ
る
際
に
沿
い
て
積
極
的
に
阪
赫

仕
入
を
行
ふ
己
左
は
営
然
で
あ
り
、
原
叫
肺
手
営
資
金
を
銀
行
に
仰
ぐ
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
ピ
銀
行
も
昭
和
五
、
六
年
ま
で
は
明
治
銀

行
と
地
元
銀
行
止
を
除
き
、
投
機
的
傾
向
を
桜
端
に
嫌
ひ
、
か
ミ
る
融
通
を
あ
ま
り
奥
へ
な
か
っ
た
が
、
輪
山
糾
仲
張
期
に
入
つ
て
は

銀
行
も
積
械
的
た
態
度
に
縫
巳
て
、
直
接
機
業
者
に
か
t
A

る
金
融
を
注
す
に
至
っ
た
。
械
業
者
は
不
動
産
を
捻
保
と
し
て
融
通
を
う

け
又
は
脱
線
を
倉
庫
に
寄
託
し
、
倉
庫
詮
務
を
以
て
融
通
を
う
け
、
資
力
以
上
に
買
付
付
た
紙
代
の
決
済

k
mひ
た
。

(
尤
も
か
L
A

る

融
費
が
投
掛
の
た
め
に
流
用
さ
れ
た
と
と
も
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
J

と
れ
ら
む
事
寅
か
ら
原
紙
金
融
に
於
て
、
普
て
毛
綜
商
に
融
通
し
て
ゐ

た
銀
行
が
、
直
接
機
業
者
白
信
用
に
剥
し
て
融
通
す
る
や
う
に
た
っ
た
事
を
注
意
し
及
品
り
れ
ば
た
ら
血
叫

次
に
原
材
腕
手
常
以
外
に
要
す
る
蓮
斡
資
金
、
殊
に
織
抑
制
資
金
に
つ
い
て
、
従
来
は
問
屋
よ
り
受
砂
て
ゐ
た
と
と
が
多
か
っ
た
に
判

し
て
、
己
L
で
も
今
や
銀
行
か
ら
直
接
金
融
を
う
貯
る
や
う
に
た
っ
た
。
機
屋
に
資
力
が
同
来
て
、
又
経
済
的
に
も
技
術
的
に
も
苫

し
て
問
震
に
依
存
す
る
必
要
が
た
く
な
れ
ば
、
問
屋
金
融
が
高
利
そ
の
他
の
種
々
た
負
婚
を
件
ふ
こ
と
を
自
賛
す
る
か
ら
、
こ
の
方

訟
に
よ
る
金
融
を
地
貯
て
銀
行
に
資
金
を
求
め
る
に
至
る
。
し
か
も
と
の
一
時
銀
行
さ
へ
積
似
的
に
貸
出
に
際
中
る
た
ら
ぽ
、
銀
行
会

融
は
問
屋
金
融
に
代
り
得
る
。
之
を
寅
現
し
た
の
が
愛
知
牒
中
小
機
業
者
と
名
古
田
児
附
近
の
主
要
銀
行
で
あ
っ
た
。

銀
行
は
手
形
貸
付
の
形
忙
島
い
て
織
溺
資
金
を
興
へ
る
。
と
れ
に
櫓
保
貸
ム
」
無
捨
保
貸
と
あ
り
、
権
保
貸
は
有
償
設
収
容
、
不
動
産

等
主
檎
保
と
す
る
と
と
も
あ
る
が
、
多
〈
は
日
開
綜
捨
保
、
事
費
上
は
倉
庫
詫
務
主
捨
保
と
す
る
上
記
の
貸
付
で
あ
っ
て
、
前
貸
手
形

と
呼
ば
れ
る
。
仕
入
原
織
の
一
六
、
七
割
ま
で
貸
山
さ
除
、
六
十
日
期
限
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
無
権
保
貸
、
印
ち
信
別
貸
が
行
は
れ

愛
知
廓
宅
織
物
工
業
に
お
け
る
金
融

策
E
十
=
一
巻

第
六
腕

九
九
七
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大貿易業者は屠々毛赫商を錐担、との時は手形による輔駆買にJ:~底地問屋、
又は機屋に金融E奥へあ ζ とがある。
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愛
知
豚
毛
織
物
工
業
に
お
け
る
金
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第
五
十
一
一
巻

第
六
韓

ハ
九
八

O 

る
白
は
更
に
一
一
暦
信
用
あ
る
機
業
者
に
限
ら
れ
、
事
鑓
前
に
業
者
白
一
、
二
割
位
が
か
L
る
形
式
の
融
資
の
針
象
た
り
得
た
と
い
は

れ
る
。
こ
れ
は
削
ち
車
名
手
形
で
あ
る
。

毛
織
物
は
整
理
完
了
ま
で
長
期
間
を
要
す
る
が
放
に
、
例
へ
ば
整
叫
中
の
織
物
に
つ
昔
金
融
す
る
乙
と
は
首
然
に
考
へ
ら
れ
、

町

キ

バ

タ

部
問
屋
に
よ
っ
て
は
か
た
り
早
〈
か
ら
寅
現
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
住
友
銀
行
が
か
、
る
半
製
品
金
融
|
|
生
機
金
融
を
行
っ
た
の
は
こ

一
々
入
山
川
庫
を
検
せ
し
め
、
倉
庫
料
と
火
災
保
険
制
刊
と
を

り
頃
で
あ
る
。
銀
行
ほ
特
約
せ
る
整
理
工
場
の
倉
庫

ι出
張
員
を
派
し
、

別
に
機
業
者
に
負
捨
せ
し
め
た
か
ら
、
主
と
し
て
手
続
上
白
不
便
の
た
め
、
暫
〈
に
し
て
中
止
さ
れ
た
。
ま
た
銀
行
の
行
ふ
場
合
に

は
市
況
の
不
分
明
、
捻
保
口
同
底
分
の
困
難
た

E
D
た
め
、
問
屋
に
比
し
て
E

少
額
し
か
貸
山
川
し
得
な
い
と
い
ふ
事
情
が
あ
っ
た
。

製
品
の
流
通
に
件
ム
金
融
は
さ
き
に
見
た
る
形
と
さ
し
て
異
ら
ぬ
。
た
い
為
買
維
商
を
粧
山
す
る
揚
合
に
も
機
業
者
の
猫
立
仕
が
一

滑
川
叫
〈
友
っ
た
だ
げ
、
彼
等
は
錠
々
仲
介
的
業
務
に
局
限
さ
れ
ざ
る
を
得
た
い
の
東
西
問
屋
が
直
接
機
業
者
を
支
配
し
て
之
常
伏
機

と
し
手
形
に
よ
る
前
貸
を
輿
へ
る
己
と
が
多
く
た
っ
た
と
と
も
、
産
地
問
屋
及
び
買
維
商
白
地
位
の
弱
化
を
物
語
る
も
の
に
外
投
ら

由
。
た
N
h

後
者
が
絶
え
A
Y
新
に
成
立
す
る
賃
機
を
支
配
し
て
ゐ
る
こ
と
は
鑓
ら
宇
、
ま
た
附
和
十
二
、
二
一
年
以
来
は
直
輸
出
を
行
ふ

こ
と
を
始
め
た
。

四

結

論

以
上
、
原
料
柿
手
営
資
金
、
織
訓
附
資
余
及
び
製
品
流
通
信
刑
白
何
れ
に
沿
い
て
も
、
機
業
者
に
封
ず
る
銀
行
の
直
接
融
資
が
漸
失
額

著
と
在
つ
で
来
た
と
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
之
は
昭
和
十
一
年
頃
か
ら
殊
に
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。
而
し
て
己
の
傾
向
は
機
業
者

の
資
本
蓄
積
と
進
歩
的
態
度
と
に
基
く
己
と
は
言
ム
迄
も
な
い
が
、

一
面
ま
た
銀
行
の
態
度
白
愛
化
に
よ
る
と
と
も
疑
叫
た
い
。
元

，J、島周太郎、丹後縞細工業に於ける金融(柿業時報昭和15!iドZ月挽参照〕。一宮
町或る問屋にてとの種目貸金残高が月平均IOO寓固にJcワてゐた。
問犀では丸提保険料を金利白中に合品、銀行日歩I.6銭位のとき、日歩2-2.2
鑓位とーってゐた。
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市
市
銀
行
は
中
小
工
業
者
を
危
険
闘
し
て
融
通
を
興
へ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
L
で
は
始
め
一
宮
、
滝
島
等
に
告
け
る
地
元
銀
行
の

ほ
か
、
名
古
屋
の
本
底
銀
行
と
し
て
明
治
銀
行
が
早
く
か
ら
相
首
額
D
貸
出
を
行
っ
て
、
毛
織
物
金
融
の
分
野
を
開
拓
し
つ
t
h

あ
っ

た
し
、
他
方
原
料
毛
綿
が
輪
入
さ
れ
て
ゐ
た
時
代
か
ら
外
岡
偽
替
業
務
を
潜
む
正
金
銀
行
、

三
井
銀
行
、

住
友
銀
行
、

第
一
銀
行

等
の
支
居
銀
行
が
毛
織
物
に
関
係
し
て
ゐ
た
。
明
治
銀
行
は
昭
和
七
年
三
月
破
綻
し
た
た
め
そ
の
開
拓
し
た
分
野
は
他
の
銀
行
に
引

受
け
ら
れ
る
と
と
弘
一
段
り
、
ま
た
機
業
者
も
銀
行
を
憩
ぷ
に
常
り
、
昭
和
七
、
八
年
頃
ま
で
は
一
直
の
地
方
金
利
井
一
名
古
屋
の
一
金
利

ル
一
に
日
歩
一

l
l
二
厘
白
差
が
あ
っ
た
己
と
に
注
目
し
て
名
古
屋
四
本
文
民
銀
行
と
取
引
を
始
め
る
に
至
っ
た
。
昭
和
八
年
頃
上
り
は

一
般
に
低
金
利
の
趨
勢
が
進
行
し
、
金
融
経
慢
D
欺
態
を
積
け
た
か
ら
、
銀
行
が
、
貸
出
比
積
極
的
態
度
を
と
っ
た
事
は
首
然
で
も

あ
る
が
、
多
〈
白
中
小
工
業
が
友
ほ
己
の
頃
銀
行
金
融
を
受
け
℃
ゐ
な
か
っ
た
己
と
を
思
へ
ば
、
銀
行
の
う
ゆ
勺
毛
機
物
工
業
の
賞
情

を
深
f
調
賓
の
う
へ
積
極
的
貸
出
に
努
め
た
も
の
、
例
へ
ば
住
友
銀
行
の
知
昔
、
そ
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
は
見
逃
す
と
と
を
得
た
い
。

乙
れ
ら
銀
行
は
金
融
的
援
助
主
遁
ビ
て
愛
知
脇
毛
織
物
工
業
の
焚
展
白
一
翼
を
荷
っ
た
も
の
と
い
ふ
ペ
骨
で
あ
ら
う
。

之
を
要
す
る
に
愛
知
牒
モ
織
物
工
業
に
島
け
る
金
融
は
、
手
形
金
融
が
盛
ん
で
あ
っ
て
、
問
屋
金
融
か
ら
銀
行
の
直
接
機
業
者
へ

の
金
融
に
進
ん
だ
典
型
的
一
例
で
あ
っ
て
、

一
方
に
中
小
工
業
者
の
資
本
蓄
積
と
進
歩
的
資
本
主
義
的
精
神
ム
一
他
方
に
銀
行
の
積
極

的
態
度
が
相
倹
っ
て
と
の
結
果
を
生
ん
だ
も
の
と
見
る
己
と
が
出
来
る
。

愛
知
勝
毛
織
物
工
業
に
お
け
る
金
融

第
六
部
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例へぽ名古屋市手形貸付日歩を見る忙昭和7年最高 2.5輔、最慨 '.5鈍から昭
和四年最高I.7館、最低1.[銭に低下した(名古厨紹関統計月報による)。
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